
環境低負荷型資源循環社会（都市）の実現環境低負荷型資源循環社会（都市）の実現
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発生するごみ量を低

減するとともに、ご

み処理に伴う環境負

荷をできる限り少な

くする

費用対効果を十分考

慮し、かかる費用を

最小限に抑える

基本方針2 経済

市民・事業者・札幌

市の協働によるごみ

減量・リサイクルの

取組を促進する

基本方針3 社会

基

本

方

針
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ごみ量

管 理

目 標

① 廃棄ごみ量全体の減量目標

③ 家庭から出る生ごみ量の減量目標

⑤ 焼却ごみ量の減量目標

② 家庭から出る廃棄ごみ量の減量目標

④ リサイクル目標(リサイクル率)

⑥ 埋立処分量の減量目標

発生・排出抑制のしくみづくり

市民による自主的な資源化の促進

事業者による自主的な資源化の促進

施策の柱１

発生・排出抑制の促進

施策の柱２

収集・処理体制の確立

市民サービスの改善

普及啓発と環境教育の充実

家庭ごみ処理手数料制度の円滑な運用

清掃事業の効率化と安定的な体制の構築

▶ 指定ごみ袋の使用枚数

▶ 生ごみの水切り実践世帯の割合

▶ 燃やせるごみに含まれる紙・容器プラの量
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重点施策１

重点施策２

重点施策３

重点施策４

重点施策５

推進施策１

推進施策２

推進施策３

① 指定ごみ袋の使用枚数を減らそう！

② 紙・容器プラをきちんと分別しよう！

③ 生ごみは水切りしてから出そう！

推進施策４

資源循環型ごみ処理体制の確立

環境低負荷型ごみ収集・処理体制の確立
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現計画の体系図


